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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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すずきのぶひろ

1958年 三重県生まれ。

東京大学農学部卒業後、農

林水産省に入省。2006年か

ら現職。著書に『世界で最

初に飢えるのは日本』（講

談社）、『マンガでわかる日

本の食の危機』（方丈社）、

『農業消滅』（平凡社）など

多数

上：塩害で稲が枯れた田んぼ（新潟市北

区）。河口から㎞上流で、乾いた田ん

ぼに川の水をポンプで給水したところ、

日照り続きで流水量が少なくなった川に

海水が入り込んでいたため、稲が枯れる

被害が発生（写真提供：渡辺真嗣さん）

左：豊かに色づく田んぼ（和歌山県紀の

川市 写真提供：高橋範行さん）
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